弁護士　弁理士　石角完爾のファイルから（２００７年４月１７日）

                      バラク・オバマについて　

　私は全く直感ですが、民主党の次期大統領候補はヒラリーではなくオバマになるような気がします。

　それは彼が私の娘と同じCollegeを出ているからでもなく、私と同じ法科大学院を出たからでもなく、同業の弁護士だからという親近感からでもありません。また彼が黒人だからというのでもありません。また前回の民主党大会で、ここ５０年の民主党大会の歴史の中で最高の演説をぶったと言われているからでもありません。

　実は彼はNegative Campaignの攻撃にさらされる材料がほとんどないという稀に見る大統領候補になる可能性があるからです。それは彼の人柄というよりも今までの用心深い生活のライフスタイルから来ていると思います。つまり浮いた噂や悪い事件や経歴が何一つない完全無欠のPersonal Historyを持っているということなのです。虚偽の申請をして徴兵を避けたとか、薬物を吸ったことがあるとか、浮気をしたとかということは一度もないのです。Collegeの生活でも女の子と事件を起こしたということも出てこないのです。

　そうすると共和党が得意とする中傷合戦によるNegative Campaignは彼の場合全くその対象になり得ない。

　そうなると彼の身長の高さ、黒人でありながらスラッとした端正なマスク、爽やかな弁舌、そして人を攻撃しない子守唄のような弁舌手法に人々が引き込まれて行くことは間違いないと思います。

　つまり、ヒラリーと比べた場合無難だということから意外と女性票を集めるのではないか。無論ヒスパニック、黒人票は当然のことです。こういう理由から、私はオバマが民主党の次期大統領候補＝大統領になるのではないかと予想しています。
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